
　　

≪説明対象医療機関≫ ４医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

病床配分希望について（北多摩北部）

資料６－３



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 40 床 一般 40 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 0 床 計 40 床 計 40 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 40 （床） 1 （病棟） 40 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 32 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）
は空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 整形外科、外科、内科、麻酔科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

医療法人泰一会は、飯能市に飯能整形外科病院を平成13年10月に開院し、スタートしました。平成30年4月には埼玉県和光市に43床の回復期病床を有し
た和光リハビリテーション病院、所沢リウマチスポーツクリニック、介護老人保健施設　「いるまの里」（100床）　「みかじま」（90床）　「はつかり」（100床）　を
有し運営しております。10年運営している所沢リウマチスポーツクリニックにおいては、3,000人/ヶ月の来院患者の中で1割を超えて、北多摩北部医療圏の
患者さんが来院しており、その患者さんより、救急外傷対応病院、スポーツ整形、高齢者運動器訓練施設の必要性の訴えを聞くことが多く、東村山市に病
院開設を考えました。
（病床の必要性）
平成29年度の東村山市外に出た救急搬送数は2144件で当院関連症例と思われる割合を考慮した場合557件（26％）と考えられます。この件数は飯能整形
外科病院の平成29年度の対応した件数と大きく変わらないです。飯能整形外科病院の平成29年度に救急搬送した患者より入院した患者数は185人/救急
搬送数510人（36％）です。同条件下で557件に対して36％の入院対象数を計算すると200人の入院患者数を考えることが出来ます。平均在院日数を21日
にした場合、救急搬送から入院する　1日平均入院数は12人となります。また、救急搬送以外での飯能整形外科病院の入院した患者割合は入院した患者
数全体の70.6％です。今回の計画病院で換算するした場合、救急搬送以外での1日平均入患者数は28人となります。よって病床必要数は40床となります。
しかし医療圏人口を考慮した場合、飯能市人口は8万人に対し東村山市の人口は約1.8倍の14.5万人です。救急搬送以外での1日平均入院患者数は単純
に1.8倍すること考えた場合は、62床の病床を必要と考えられます。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

救急処置室（DC、AED、無影灯、電気メス、モニタ）、集中医療用ガスシステム、手術室（手術台、無影灯、電気メス、動力関連機器、麻酔器、セルセーバー
等）、ＸＰ室、ＭＲＩ室、ＣＴ室、リハビリテーション室、病棟（集中モニタ、人工呼吸器等）の完備予定。

※高額医療機器の導入など

医師について、飯能整形外科病院からの転属者、理事長の知人、大学医局より派遣、紹介会社等を通して確保予定。看護師について、飯能整形外科病院
からの転属者、現従業員からの紹介、紹介会社を通じて確保予定。薬剤師、理学療法士等その他の医療従事者においても、飯能整形外科病院からの転
属者、現従業員からの紹介、紹介会社を通じて確保予定。平成30年4月に新設した和光リハビリテーション病院においても同様な対応にて問題なく医療従
事者を雇用出来ました。当医療法人には人事部が必要従事者数を捉えて雇用計画を推進できる実績があります。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

急性期一般入院料5 40床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

病院名 (仮称）医療法人　泰一会　多摩北整形外科病院 病院所在地 東村山市本町一丁目19番地21

病床配分希望について

開設者名 医療法人　泰一会 開設者所在地 埼玉県飯能市東町12番2号



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 160 床 一般 63 床 一般 223 床

療養 50 床 療養 床 療養 50 床

計 210 床 計 63 床 計 273 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 3 （病棟） 160 （床） 1 （病棟） 6 （床） 4 （病棟） 166 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 2 （病棟） 57 （床） 2 （病棟） 57 （床）

慢性期機能 1 （病棟） 50 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 50 （床）

開設予定時期 平成 31 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目
内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、腎臓内科、肝臓内科、神経内科、腫瘍内科、小児科、外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、小児外
科、整形外科、脳神経外科、形成外科、泌尿器科、婦人科、リハビリテーション科、放射線科、救急科、麻酔科、精神科、皮膚科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は一般急性期病棟と医療療養病棟を備えたケアミックス病院である。一般的な診療、検査、治療、手術後のケア、そして看取りに至るまで患者の状態
に合った医療サービスを提供している。また、救急医療も積極的に行っており、昨年度の救急搬送者数は3000件を超え、内1/3が緊急入院している。今回
の計画では更にきめ細やかな医療サービスを提供するために機能拡大と充実を図る。北多摩北部医療圏で不足している医療資源は、在宅・介護施設等か
らの症状が急性憎悪した患者へ医療を提供するサブアキュート機能および急性期の病状が安定し在宅復帰を目指す患者への機能である地域包括ケア病
床が少ない。また、増えつつあるがん患者の末期を支える緩和ケア病棟は当該医療圏では清瀬市のみである。今回それらの不足機能を強化・充足さるた
めに当院では地域包括ケア病床45床、緩和ケア病床12床、急性期病床6床の増床を行い、北多摩北部医療圏の医療機能の充実を図ることを目指す。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

ハード面においては、現病院の予備スペースを活用するため大規模な工事計画は必要なく、緩和ケア病棟を開棟する場合は家族室等の改修工事が必要
と考える。別途、がん診療を強化するためオンコロジーセンターを立上げ、放射線治療機器の導入を進めている。

※高額医療機器の導入など

増床計画63床分のスタッフ配置（医師、看護師、薬剤師等）は現状スタッフ数で法的にクリアしている。なお、がん診療を強化するため今年度より腫瘍内科
医師を招聘。また、放射線治療医師も内定し、放射線治療機器の選定等の導入準備を進めている。更に、がん関連の認定医師、看護師、薬剤師、MSW等
の採用および育成を進め、より専門的で質の高い医療が提供できるよう計画している。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括病床45床、緩和ケア病床12床、一般病床6床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

82

病院名 武蔵野徳洲会病院 病院所在地 西東京市向台町三丁目5番48号

病床配分希望について

開設者名 医療法人　沖縄徳洲会 開設者所在地 沖縄県島尻郡八重瀬町字外間80番地



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 183 床 一般 20 床 一般 203 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 183 床 計 20 床 計 203 床

高度急性期機能 1 （病棟） 33 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 33 （床）

急性期機能 4 （病棟） 150 （床） （病棟） （床） 4 （病棟） 148 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 20 （床） 1 （病棟） 22 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 32 年 11 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）
は空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目
内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、救急科、外科、消化器外科、脳神経外科、整形外科、泌尿器科、皮膚科、小児科、小児精神科、産科、
婦人科、形成外科、リハビリテーション科、麻酔科、乳腺外科、糖尿病内科、脳神経内科、呼吸器外科、肛門外科

整備概要

増床 移転・増床　　

〇急性期医療を中心とした200床以上の東京都災害拠点病院としての増床・改修による受入体制強化の計画。
〇病床稼働率が増加：2016年度94.7％、2017年度96.7％の稼働率にて推移、今後の増加に備えて病床整備の計画。
→患者数が増加傾向　：月平均救急搬送件数263件、満床による救急断り月平均10.6件、月平均手術件数119件、月平均新入院患者数383人。
〇地域住民へ安心･安全の医療提供の強化にむけた隣接の訪問看護ステーションと連携強化のための院内在宅医療部門の設置を計画。
〇地域包括ケア病棟を設置：増床後、在宅療養後方支援病院の体制を整え地域の施設と連携。今後訪れる高齢化の進行に伴い増加する地域完結医療
への取組みを推進し、地域住民への医療提供の強化を計画。
〇地域医療支援病院に向けた体制準備。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

地域のニーズに応えるべく、高度な最新の医療機器や検査機器の導入を検討しております。具体的にはMRI検査装置の更新購入、脳外科手術用のマイク
ロ顕微鏡等の更新購入、重症患者用の呼吸器整備を計画している。

※高額医療機器の導入など

雇用に関しては、20床増床後に外来数も10％程度増加した想定で医療法上は医師数が24名必要となります。また、想定診療報酬上ですと急性期一般入
院基本料の施設基準では、19名以上の常勤医師が必要となりますが、現在の常勤医師数が32名ですので、増床となった場合も充足しております。看護師
については、想定診療報酬から、稼働率96％で必要総労働時間が20,000時間程度となり、現在の人員数でも充足している状況ですが、満床時の最大必要
数も想定し、10名程度の採用を計画しています。採用はグループが運営する看護学校からの採用や、グループ病院であることを活かした広範囲な採用活
動及び人事異動などにより、人員充足が可能である。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

急性期一般入院基本料Ⅰ　２０床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

95.9

病院名 医療法人社団時正会　佐々総合病院 病院所在地 西東京市田無町四丁目24番15号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団時正会 開設者所在地 西東京市田無町四丁目24番15号



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 48 床 一般 78 床 一般 126 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 48 床 計 78 床 計 126 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 1 （病棟） 48 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 48 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 39 （床） 1 （病棟） 39 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 39 （床） 1 （病棟） 39 （床）

開設予定時期 平成 33 年 1 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）
は空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、糖尿病代謝内科、人工透析内科、神経内科、リハビリテーション科、外科、整形外科、皮膚科

整備概要

増床 移転・増床　　

昭和63年7月13日に当法人が滝山病院の運営をはじめました。当時人口は11万人、65歳以上は5.3%でした。これからの高齢化社会を踏まえて平成9年2月
26日に在宅医療専門として滝山クリニックを開設し、地域住民が安心して暮らせるように在宅医療と後方支援病院として今日に至っています。現在の東久
留米市の人口は11万6千人、65歳以上27.8%、75歳以上14.2％と高齢化が進んでいます。そして高齢化に伴い合併症治療の複雑化があります。急性期治
療が上手く行っても、更に入院治療の必要な方々が存在し、この地域内での受け入れが困難となり圏外に転院しています。当院においても総退院数のうち
10%が圏外です。地域住民が住み慣れた環境から離れ、安心して治療ができる環境が無くなってきています。当院はこの地域で治療が完結できるようにす
るため増床を計画しました。また開業医の先生方や介護施設の後方ベットとして連携強化を行っていきます。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

ＭＲＩの導入

※高額医療機器の導入など

医師とリハビリ職員を重点課題としています。常勤医師が卒業した大学と人材紹介会社にお願いしています。ﾘﾊﾋﾞﾘ職員も同様に卒業した専門学校に新卒
者を含めて求人活動を行します。看護補助者は一般公募していますが厳しい状況で、高卒新卒者の募集も今年度から開始しました。看護職員は現段階で
は確保されていますが今後の人事を考慮して随時採用を進めています。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括ケア入院料4　39床、障害者施設13対1　39床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要
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病院名 医療法人社団好仁会　滝山病院 病院所在地 東久留米市滝山四丁目1番18号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団好仁会 開設者所在地 東久留米市滝山四丁目1番18号


